
 

 

 

 

 

 

 

 

校外学習で学んだこと 
 １２月１７日（金）の校外学習の感想文を書きました。それぞれ何 

を学んだのか、周りの人の感想・意見を知りましょう。良い意見は 

自分の中に吸収するのも素敵ですね。 

今回の校外学習で良かったところを教えてください 
●大阪城の周辺の建物や、大阪城には戦争の恐ろしさが見て分か 

  るような跡がたくさん残っていました。その跡が当時はどのような 

  場所だったのか、またその場所はどのように使用されていたのかを深く考えることができ、いろんな物 

  を失ってしまう戦争はもう絶対してはいけないと思いました。 

●・ピースおおさかで映画を観て、「こんなことが本当に 

あったんだなあ」と思った。 

  ・平和の尊さや、戦争の悲惨さを学べた。 

  ・公共のマナーを守り、班で協力して活動ができた。 

  ・戦争は二度としてはいけないと思った。 

  ・戦争は人々を悲しませるものだと思った。 

                                     ●ピースおおさかの１Fに亡くなった人の名前が書か 

                                       れていて、大阪でこんなにたくさんの人が亡くなって 

                                       いるんだ、と思いました。 

                                     ●戦争の跡や空襲の跡を見て、罪のない人々が殺され 

                                       ていくこんなひどくて、家族や人の幸せを奪っていく 

                                       ような戦争はもう二度としてはいけないなと、改めて 

                                       この校外学習を通して思うことができました。 

 

●良かったところ①メリハリをつけ楽しめる部分は楽しみ、学ぶべき 

  部分は集中して学ぶことができたところ。②自分たちで計画を立て、 

  ポイントを見落としなく周回することができたところ。 

  ③礼儀・礼節がしっかりできたところ。 

●ピースおおさかでアニメを観て、友達の大切さや家族の大切さを 

  改めて知ることができたので、これからはもっと友達や家族を大切 

  にしようと思いました。小学校で学んだ時よりも、詳しく学ぶことが 

  でき、空襲の悲惨さや人の命の大切さを知ることができました。 
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                           ●班のみんなで平和について考えることができたし、みんなが自分 

                             の役割を果たせていたので、時間通りに行動することができまし 

                             た。平和の尊さについて考える機会はあまりないので、今回の校 

                             外学習はすごく良い経験になりました。 

                           ●映画の中で突然起こった火災でたくさんの子どもたちの命が奪わ 

                             れたということを知って、とても悲しい気持ちになりました。大阪城 

                             の打たれた跡を見て、改めて戦争の恐ろしさを知りました。そして、 

                             もう２度と起きちゃいけないし、起こしてはいけないものだと思いま 

                             した。 

●大阪城には小学生の頃に何度も行ったことがありましたが、軍に使用されていた建物や跡碑のことは 

  全く知りませんでした。今回の校外学習で身近なところに存在する戦跡について学ぶことができ、大阪 

  での空襲について理解を深められたと思います。 

●みんなが自分の役割をできていたところです。昨年の 

  校外学習より公共のマナーなど守れていて、反省が 

  生かされていたと思いました。ピースおおさかでは他の 

  小学生たちがいる中、迷惑をかけずに行動できたし、 

  少しでもお手本になれたと思いました。 

●皆それぞれ班の役割をしっかりとやりきることができた。戦争でどんなことがあったのか詳しく記されて 

  いたし、想像するだけで当時の悲惨さが手に取るように伝わりました。今の日常がどれだけ幸せなのか 

  ということが分かりました。 

●戦争のことをしっかりと学び、平和の大切さを知ることができたことが良かったです。それと班で楽しく 

  まわって協力しながら、戦争や平和についての考えを深められたので良かったです。 

 

来年の修学旅行にむけて、あなたが改善すべきだと思った点を教えてください 

●集合時間ギリギリに来るのではなくて余裕をもって集合すること。ルートを決める時に、誰でもついて 

  こられるような距離・時間を考えて適切なルートを決めること。 

●班長や係の人だけではなく、他の人も班長の手助けをして、班で協力をして活動する。 

●ふだん班長とかをしない人も役割を決めて、班の活動に参加できるようにする。時間が間に合わなさ 

  そうなら後回しにするなど、臨機応変に対応する。 

●班の状況を考えて、もっと余裕をもって行動するべきだった。少し迷子になってしまった時があったので、 

  慎重にフィールドワークを進めるべきだった。１度目のルートが往復するコースになっていて、少し単調 

  になってしまったのでルート選びをもっと考えるべきだった。自分だけ先へ先へと行こうとしてしまい、班 

  の連携が足りていなかった。 

●来年の修学旅行は班活動が多くなると思うので、今回の反省を生かすのはもちろん、今よりも少しだけ 

  考えや気持ちが変わっていると思うので、それが良いかダメかを一つ一つの行動で考えたらいいと思 

  いました。そして今回の班活動では班長が積極的に物事を取り組んでいたので、班長関係なく仕切っ 

  たりしてもいいと思いました。 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

  

     


